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約の整合性をはかる手法を援用している(言語 Perl, システム MySQL を適用している)．物語の
内容理解への補助貢献，要約文章の読みやすさという視点からの有効性も被験者による実験で主
張している． 
  工学的な視点から論文を吟味すると，2 つの対象領域における実験は，テキストメディアに包
含される構造に関わる操作方法が技法として採用されている．これは，近年の社会基盤を支える
知識工学詳細化技術である．また，システム構成には，目的に対して操作系の使用を定め，有効
な言語系を適用する系統的なプログラミング技法(ソフトウェア工学の一手法)が包含されている．
構成された実験システムの動作結果は入力データに対する統計的な確からしさとして評価され確
認されている．これにより，事象抽出方法は所定の段階に至っている． 
  以上から，本論文はテキストメディアの事象意味をテキスト構造などから自動的に抽出する工
学的な方法を扱い，実験システムの構成とその動作確認を述べたものと評価でき，その結果およ
び関連課題は雑誌論文として公表されている．結果はまた，事象記述方法やテキスト理解支援シ
ステム構成論という工学的設計技法への接近を示唆している．よって，本学位審査会は本論文が
博士(工学)の学位に値すると判定する． 
